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論文内容の要旨

本論文は，鋼構造骨組の耐震安全性の確保のために，立体骨組としての弾塑性性状・崩壊荷重と種々

の影響因子との関係を明らかにするとともに，立体骨組の全体応答および局所応答を精度良く簡単に評

価できる弾塑性解析法を提示したものであり，本文は10章からなっている。

第 1 章では，鋼構造立体骨組の弾塑性性状に関する既往の研究を概観し，本論文の目的と意義を述べ

ている。

第 2 章では，細長比が小さく，材端が反り拘束された鉄骨部材の弾塑性ねじり性状に及ぼす軸力比・

断面形の影響を実験的に明らかにしている。

第 3 章では，鉄骨部材の弾塑性ねじり性状に及ぼす細長比・幅厚比・残留応力・ウェブフランジ断面

積比の影響について実験的に考察している。

第 4 章では，弾性反り拘束されたH形断面部材の一般化塑性ヒンジ法による弾塑性ねじり解析法を提

示し，第 3 章の実験結果との比較により，鉄骨部材の弾塑性ねじり性状が精度良く評価できることを明

らかにしている。

第 5 章では， H形鋼柱から成る 1 層 1 スパン引張筋違付立体骨組の水平加力実験の概要と実a験結果を

示し，立体骨組が任意方向から水平加力される場合の崩壊機構と降伏曲面の関係および架構の塑性化に

伴う骨組のねじり変形性状を実験的に追究している。

第 6 章では，無偏心或いは偏心を有する 1 層 1 スパン柱降伏型鋼構造立体骨組の水平加力実験結果を

示し，弾塑性性状・弾性剛性・耐力について考察している O

第 7 章では，一般化応力の硬化特性の違いを考慮した一般化硬化ヒンジ法を提案し， 1 次元部材と単
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純な平面骨組の解析により，この解析方法の妥当性を明らかにしている。

第 8章では，複合応力下での鉄骨断面の降伏曲面の近似式を提示するとともに幾何学的非線型を考

慮した 3 次元部材の弾性接線剛性を誘導し，第 7 章で提案した一般化硬化ヒンジ法を立体骨組に適用す

る手法を示している。さらに 1 層 1 スパン柱降伏型立体骨組の弾塑性解析例によりこの解析法の有用性

を示している。

第 9 章では，鋼材の種々の繰返し応力度一ひず、み度関係モデルの近似d性とその問題点を検討し立体

骨組の精密な 3 次元弾塑性解析に最も適切な繰返し応力度 ひずみ度関係モデルを提案している。

第10章では，本研究で得られた主な結論を纏めている。

論文の審査結果の要旨

地震時や強風時に立体骨組はねじり変形を伴った複雑な 3 次元挙動を示すにもかかわらず，平面骨組

の集合体として設計され，立体骨組を構成する柱部材の安全性は十分検討されていない。

本論文は，立体骨組の弾塑性性状・崩壊荷重などを実験によって追究し，種々の因子の影響について

有益な資料を提供するとともに，立体骨組の応答を精度良く簡単に評価できる弾塑性解析法を提案した

もので，主要な成果を要約すれば次の通りであるO

(1) ねじりと軸力の複合応力状態にある柱の耐力・変形能力を実験的に追究し軸力比・断面形・細長

比などの影響を明らかにするとともに，弾塑性ねじり解析法を提案し，材端の反り拘束度が初期ねじり

剛性と降伏荷重に影響することなどを明らかにしている。

(2) 重要な耐震要素である筋違は立体骨組の履歴性状に大きく影響するため，筋違の挙動の正確な評価

が必要なこと，筋違や柱の降伏が骨組にねじりを発生させることなどを明らかにしているO

(3) 骨組の偏心は剛性・耐力を低下させ，骨組の水平耐力に方向性があると耐力低下の割合が大きくな

ること，立体骨組の塑性崩壊荷重は安定限界荷重を過大に評価することなどを明らかにし，また，弱い

柱を内在する偏心立体骨組で、は，局所的な塑性不安定化によって骨組の崩壊が生じることを実験によっ

て示している。

(4) 一般化応力の硬化特性を考慮した一般化硬化ヒンジ法を提案するとともに，複合応力下の断面の近

似降伏曲面と 3 次元部材の弾性剛性を誘導し，数値解析例によって，立体骨組の弾塑性性状が精度良く

把握できることを明らかにしている。

(5) 骨組の精密な弾塑性解析に適用する繰返し応力度一ひず、み度関係モデ、ルを提示し，数値停持斤例によっ

てその有用性を明らかにしている。

以上のように，本論文は，詳細な実験と解析により，鋼構造立体骨組の弾塑性性状を明らかにすると

ともに，鋼材のひずみ硬化を考慮する弾塑性解析法を提案したものであり，建築耐震工学の分野におい

て貢献するところ多大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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